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総選挙を控えて、福島みずほ社民党党首が意気込みを語った。「選

挙が終われば、疾風怒涛であらゆることが起こりうる。いざ鎌倉」

と張り切る。「ガガーッ」「ピュー」といった擬音語を使う政党党首

は福島さんだけだろう。二大政党にはさまれ、存在価値をどうアピ

ールするか。「自民は不満。民主は不安。だから社民党」と訴えた。 
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どうも皆さん、こんにちは。（拍手）ここは

いつも選挙の直前に討論をやるところで、ここ

に来ますと緊張感がよみがえってきまして、き

ょうも、何かできの悪いゼミ生がゼミの多くの

先生に取り囲まれているような、そんな気もし

ますが、大先輩の皆さんたちもいらっしゃいま

すので、横綱の胸をかりて奮闘する、頑張ると

いう形で話をしたいというふうに思っており

ます。 
きょうの話の中で、ああ、社民党、すごい頑

張っているし、とっても大事で、重要で、政治

に必要で、福島さんの思いもよくわかった、と

思って社民党の陰ながらの応援団に皆さんに

なっていただければ、党首としては大成功とい

うふうに思っております――とはちょっと冗

談で、ぜひ私たち社民党が何を目指して、どう

いうことに努力をし、選挙にどういうことで向

かい、どんな社会をつくろうとしているか、ぜ

ひぜひお耳を傾けていただけたら、大変ありが

たいというふうに思っております。 
雨の中、来てくださいまして、本当にありが

とうございます。よろしくお願いいたします。 
ふだん、ガーガーという記者会見など、見慣

れていらっしゃるでしょうから、きょうは少し

ゆっくりと考えていることを申しあげること

ができればと思っております。 
きょうお話しすることは３点です。１番初め

に、この社会を社民党がどう考えていて、何を

問題と考えているのか、これについては社民党

の意義ということにもなるわけですが、どうい

うふうにこの社会の問題点を理解し、何をしよ

うとしているかということが大きな１点目で

す。 
２点目が、何といっても選挙、衆議院選挙へ、

どうしていくのかということ。 
それから、連立について、どう考えているか、

その３点にいて、お話をいたします。 
 
「主体性」と「緊張感」が重要 

 
１の、この社会の問題点を何だと思い、そし

てどういうところで頑張っているのか、頑張り

たいと思っているのかということについて、お

話をいたします。この中でも、４点お話をいた

します。 
１つ目は、社会民主主義の政策ということ。

２点目が平和の問題、３点目が環境政策、環境

の問題、４点目が政治改革、その４点をお話し

したいと思います。もし、これで漏れている点

があれば、ぜひご質問など、自由にいってくだ

さい。 
まず初めに、社民党は社会民主主義政党です

から、社会民主主義という社会を目指している。

一言でいえば、ヨーロッパのようなある種の社

会民主主義の社会、子供が欲しければ当たり前

に子供を産み、育て、働き続け、安心して年を

とることができる社会、そういう社会を考えて

います。ですから、それから税制や雇用政策、

公共サービス、社会保障政策などを考えていま

す。 
お手元に、社会民主党宣言というのをお配り

をいたしました。これは私たちの目指すものと

いうことで、隨分これは党員の皆さんたちと物

すごく議論をして、コンパクトにつくったもの

です。きょうの３番目の連立というところも、

実はこの社民党宣言のほとんど最後のページ

のところ、これをつくったのは２００６年なん

ですが、一番最後の改革の道筋の４のところに、

こうあるんです。 
「私たちは国会、自治体議会における党の議

席増を党活動の柱に据え、社会民主主義の政権

を日本に樹立することを目指します。この過程

において、新自由主義、新保守主義の政治の転

換を求める政治勢力と連携し、主体性を維持し

ながら、具体的な政策課題の実現を目指す、緊

張感ある連立政権の形成を展望します。」とい

うふうにあります。 
「主体性を維持しながら、具体的な」という

のと、「緊張感のある連立政権」と書いてあっ

て、今日のことを予定してこうやったわけでは

ないんですが、特に「主体性」というのと、「緊

張感」というのが非常に重要ではないかとみん

なで話しているのですが、この社会民主党宣言
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もぜひご参考に、また後ほどでも読んでくださ

い。 
 
元祖格差是正の社民党 

 
一番初めの、社会民主主義というか、どうい

うことが問題で、どうしようとしているかとい

うことは、ここが大きいと思いますので、お話

をします。 
雇用の問題と社会保障の問題と、それから税

制というのが３つ大きくあると思います。社民

党は２００２年に、格差是正と派遣法の抜本改

正を訴えます。私は、皆さんに先見性のある政

党ということをぜひわかっていただきたいん

ですが、いまから考えると、一番初めに「格差

是正」、“元祖札幌ラーメン”ではありませんが、

“元祖格差是正社民党”といってきたわけです

が、この社会の中に存在する、日本の社会がい

ま抱えているのは、格差であり、貧困の問題で

あるということを強くこの１０年ほど主張し

てきました。 
ですから、小泉構造改革についても、当時、

民主党は「生ぬるい、もっとスピードを出して

やれ」といったのに対して、改革は日本の社会

には必要だけれども、改革の方向が違うのでは

ないか、という主張をしました。この間、もっ

と公平、公正、そして労働法制はもっと規制を

強化していくことも必要で、社会保障は下支え

が必要だといってきたこと、小泉構造改革が格

差を拡大し貧困を生み出すんだといってきた

ことが、――私は、１０年たって、それは正し

かったといってもしようがないかもしれませ

んが―― 社民党がこの１０年間、どういうこ

とで闘ってきたのかということは理解をして

いただきたいというふうに考えています。 
去年７月に、世界じゅうから、社会民主主義

政党がギリシャのアテネに集まりました。世界

じゅうから１７０のいわゆる社会民主主義政

党が集まったのです。日本だと「社会民主主義、

社民党、何？」という感じかもしれないのです

が、そこではイギリス労働党、ドイツ社民党、

フランス社会党、スウェーデン、ノルウェーの

社民党――ノルウェーは労働党もありますが、

ギリシャのパパンドレウさんのところも社民

党政党ですし、スペイン政権党も社会労働党、

世界じゅうから集まりました。 
特に、アフリカ、それからご存じ南アメリカ

は、中南米はいま多くが、いわゆる左翼政権に

なっておりまして、その意味では、社会民主主

義政党が非常に世界じゅうで結集して、当時は

アメリカ一極支配に対して、どういうふうに経

済政策で違う政策を打ち出すか、環境政策、貧

困に対してどうやっていくのか、国際連帯税な

ど、グローバリゼーションの中で、どう私たち

は違う世界をつくるのか。洞爺湖ＮＧＯサミッ

トでも、もう一つの世界が可能だということが

テーマになりましたけれども、社民党は日本の

社会では何をやろうとしている政党なのか、ち

ょっとわかりにくいかもしれませんが、思いと

しては、そういう世界の中の、もう一つの新自

由主義や、グローバリゼーション、お金、環境

破壊というのとは違う公平、公正な社会をつく

ろうというところで日本の中でも頑張ってい

る、という思いでおります。 
この間、どういうことを特にやってきたかと

いうと、雇用について、ちょっとお話をします。

これは労働法制の規制をどうしていくかで、ご

存じ、小泉総理のときに派遣法の改悪をやりま

して、製造法についても派遣を可能としました。

製造業の現場で派遣の人たちが非常にふえ、ワ

ーキングプアと呼ばれる人たちがふえ、去年の

不況のために派遣切りがとても大きい、派遣村

での試みなどがあったわけです。 
 
派遣業の椅子取りゲーム 

 
派遣切りをやったメーカー、自動車産業に多

額のエコカー、エコポイントは何だ、というふ

うにもちょっと思いますが、製造業について派

遣を解禁したということ。好況のときは、すご

いワーキングプア、不況になれば真っ先にたた

き切っていくということを可能にしたのは国

会の法律である、という認識があります。 
ご存じ、いま働く人の３人に１人が非正規雇
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用、若者、女性では２人に１人。ですから、若

者と女性でいえば、椅子取りゲームをやると、

これは湯浅誠さん、派遣村の村長がいう比喩な

んですが、１０人で椅子とりゲームをすると、

椅子は５個しかない。正社員が椅子だというわ

けではないかもしれませんが、椅子は５個しか

ない。ピュッと笛を吹いて、パッと座る。で、

あぶれた５人は立っている、そのときに、じゃ、

それは自己責任なのか。運悪く正社員になれな

い、あるいは非常に給料が低い、これは自己責

任なのかというと、それは違うだろう、という

ふうに思っています。 
社民党は、雇用の問題ではずっと取り組んで

きましたし、成果を上げたい。タクシーの台数

の規制緩和、２００２年に民主党は賛成、社民

党は反対。この間、野党でタクシーの再規制の

法案を出しました。同じように、本当に労働法

制の規制をこれからどうやっていくか、日本で

本当に労働法制の規制をきちっとやっていく

ということの始まりが派遣法の抜本改正だと

思っています。 
きのう、民主、社民、国民新党３党で、３党

案がまとまったという記者会見をしました。ち

ょっと正直、感無量という感じでもあったので

すが、個人的には不満もありますが、労働法制

を前向きに規制をしていくという中で、これは

野党案をまとめるべきだというふうに決断を

しました。 
これはご存じ、政府与党は派遣法の改正案を

国会に出しています。細かい中身はいう必要な

いと思いますが、３０日以下の日雇い派遣を禁

止する、それから常用雇用だと、事前面接解禁

という改悪の部分も入っている、規制緩和も入

っているのが政府与党案です。民主党が去年準

備していて何度も出そうとした案は、６０日以

下の日雇い派遣を禁止するというものでした。

五十歩百歩という言葉があるけれども、３０日、

６０日じゃないですが、政府案は３０日、民主

党案は６０日以下の日雇い派遣を禁止すると

いうものだったのです。 
それで、社民党は国民新党とともに、民主党

に「出すな、そういう法案を出しても社民党は

賛成をしないので、出すな」ということを何度

かいって、きょう記者会見をやって発表すると

いうときも、ちょっとやめてくれということで

止めました。 
 
社民党がないと与野党逆転しない 
 
これは、参議院は与野党逆転をしていますが、

社民党がないと与野党逆転をしないというと

ころがみそでして、党首としては、小さい政党

なので――あまり自虐的にいいたくなく、大き

くない政党ですなどと時にいっているんです

が――社民党の実は衆議院の７議席、でも参議

院の５議席は物すごく実はきいていて、もし民

主党がそのとき出しても、国民新党、社民党、

共産党が反対すると、そもそも通らないわけで

すから、その意味では、その法案を出すのをや

めてくれということは、単に野党だからという

意味ではなく、非常にきいてきたというふうに

思っています。 
で、派遣切りがあり、派遣村があり、１月の段

階で当時の小沢代表に直談判して、「派遣法の

抜本改正をまとめてください」「まとめましょ

う」ということで、民主党の雇用対策本部をつ

くってもらって――というか民主党がつくっ

て、菅直人代表代行、社民党は私なので、菅さ

んと私、細川さんと社民党の近藤さん、４人で、

それぞれ雇用対策本部同士でずっと協議をし

てきました。 
細かい中身はいいですが、だから、民主党は

２段階変わったのです。製造業については、原

則禁止、登録型については、原則禁止、専門職

に限定するという、２つ高いハードルを飛び越

えて、あとみなし雇用規定をつくるとか、あと

マージン率について公表するとか、イメージ的

にいうとガーッと何カ月間かけて引っ張って

きたという思いではあります。 
最後は、民主党は製造業については原則禁止、

社民党は全面禁止で折り合わなかったのです

が、原則禁止の趣旨を踏まえ、合理的な範囲に

限定する、これは限定していきましょう、とい

う約束を取りつけて、いろいろたがをはめてと
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いうか、野党案をまとめて、きのう、今週中か

来週中かに法案を出すと思います。共産党にも

呼びかけますが、野党案をまとめるというふう

にやってきました。 
派遣法の説明が長くなりましたが、皆さんに

ぜひ知っていただきたいのは、かように頑張っ

ているというために、私はいま長い話をしたわ

けで、国会の中に自民党と民主党しかなくとい

うか、民主党が自民党と交渉するという形だっ

たら、こういう形にはならないわけです。おそ

らく３０日、６０日の範囲で、日雇い派遣禁止

の範囲でどうにか協議になったと思うんです

が、きちっと「登録型派遣は原則禁止、製造業

については原則禁止、頑張ろう」というふうに

野党がまとまったのは、やはり社民党の力は大

きかったと思っています。これからが実は勝負

なので、労働法制の規制をするべく頑張ってい

きます。 
ですから、私は、社民党が実は政策の発信源

になっている。社民党が政策の転換をしていく

ときの、ある種の根元を提起しているというこ

とをぜひ皆さんに理解していただきたいとい

うふうに思っています。私の理解では、自民党

というのはこれぐらいの幅のある、義理人情の

ある政党というか、社会民主主義者もいれば、

新自由主義者もいて、このバトルがいまぐっち

ゃぐちゃになって、西川さんは続投するは、２，

２００億円社会保障費カットはぐじゃぐじゃ

になるは、こういう状況になっていると思いま

す。民主党は、実はもっと幅がある政党かもし

れません。 
ですから、私は、国会の中で唯一社会民主主義

政党は社民党だというふうに思い、その政策を

きちっと打ち出していくことが必要だという

ふうに考えています。 
 
意外と気が合う与謝野さんと舛添さん 

 
国会では、社会民主主義論争というのをやっ

ておりまして、実は意外と気が合うのが与謝野

さんと舛添さんという感じでもあるんですが、

予算委員会でまず与謝野さんに聞きますと、社

会民主主義への転換をどう考えるかという質

問には、与謝野さんは、「私は村山内閣で閣僚

もしておりましたし、村山総理のもとで閣僚を

務めて何の違和感もありませんでした。私は自

由民主党の政策は、どちらかといえばヨーロッ

パ型の社会民主主義であると思っております」

――そうかな？ と思いますが――というふ

うに答えて、舛添さんは「私はヨーロッパで社

会民主主義の研究をずうっとやってきた。日本

の社会民主党がどうであるかは別にして、ヨー

ロッパの伝統における社会民主主義というの

は、片一方では資本主義のもたらす害悪、これ

に対する全体主義的なマルクス主義の対応と

は違って、政治がリーダーシップを発揮して、

経済のいうとおりにならないということをき

ちっと規制してやる、こういう方向であります

から、我が党がやってきた政策はそうでござい

ます」と。 
自由民主党がそうであるかは別にしても、や

はりそういうことを理解できる人々をふやし

て、社民党がイニシアチブをとり、民主党にも

働きかけ、政策転換を大いにやっていきたい、

これがいまとは違う、格差や貧困がこれだけ拡

大し、年収２００万円以下の人が５人に１人に

なり、若い人は結婚するとか、子供を産むとか、

あしたの生活もわからない、自殺者が２０代、

３０代、史上最高になるようなこの社会の状況

を変えていくために、本当に全力を挙げたいと

いうふうに考えています。 
２つ目に、社会民主主義でいえば、この間取

り組んできたことに社会保障の問題がありま

す。これは自慢たらたら、自画自賛で済みませ

んが、２，２００億円社会保障費カットが、問

題であると、国会で初めて質問するのは社民党

というか私なんです。これは耳たこぐらい何百

回と質問したような気もしますけれども、私が

きょうここでいう必要もないくらい、２００３

年に３００億円カット移行、社会保険、健康保

険、介護、障害者自立支援法、生活保護、医療

政策、雇用保険も全部カットしてきて、現場が

悲鳴を挙げていることは皆さんご存じのとお

りです。この転換をやっていく。 
特に、公立病院の統廃合や、公的公共サービ
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スを削るとか、そういうところをきちっとやる。

年金をきちっと建て直す、医療もきちっと建て

直す、医療制度を改革、ガイドラインなどは違

うんじゃないか、というようなところで頑張っ

ています。 
妊婦検診無料化とか、あるいは公立病院にも

っとお金を出せとか、医者をふやせということ。

医者は足りないんじゃないと政府はずうっと

答弁するんですが、これもちょっとほかの人が

なかなか書いてくれないので、自分でいうしか

ないんですが、医者をふやすと初めにいったの

は、去年の代表質問で福田総理に私が質問した

ときに、福田総理が初めて「医者をふやします」

といって、ご存じ、医学部の増員ということが

決まりました。 
ですから、ようくみていただくと、実は発信

源というか、一番初めにいってそれを……。い

まの自民党って、きのう、自見庄三郎さんが自

民党のことをおもしろいことをいって、「冷房

をかけて、暖房をかけて気持ちいいか」といっ

たんです。 
私は、「ブレーキかけてアクセル踏んで前へ

進むか」と、こういいたいんですが、いま、ぐ

っちゃぐちゃになっていて、どっちにも進めな

い。あるいは、もっといえば政策転換ができな

いわけですが、それでも医者は数をふやせとか、

公的病院に特別交付金をもっと払って、病院が

倒れるのを何とかすべきだ、限定付ですが、妊

婦検診の無料化、１４回とか、いろんな点を変

えてきたというふうには思っています。その意

味では、ほんの少しかもしれませんが、いろん

な局面で実は政府の政策も変えてきたと思っ

ています。 
その意味では、今度の衆議院選挙は、やはり

雇用、医療といった部分で、社民党はやっぱり

労働者の味方、社会党を継いでいる労働者の味

方の政党で、これは気兼ねなく、既得権益、ほ

とんどありませんから、ひも付もありませんし、

しがらみはありませんから、これはとことん働

く人の立場に立って頑張るんだということを

訴える選挙をやっていきたいと思っています。 
 

消費税引き上げには反対 

 
それから、税制の点ですが、消費税を現時点

で上げることには反対です。現時点ではという

か、消費税ではないだろうと。社民党は法人税

と、所得税の最高税率を１０年前に戻すことで

４．２兆円お金を捻出できるということの試算

を出しています。政府の中にも、どうも与謝野

さんあたりは、あまりに所得税の最高税率を下

げ過ぎたと思っていらっしゃるようで、答弁も

「ここは少し変えます」という答弁が続いてい

るんですが、やはり富めるものを非常に富ませ、

格差を拡大してきた税制の見直しは、これは必

要だろう。 
ですから、スローガン的にいうと、社民党の

主張は明快です。大金持ちには増税を、生活に

困っている人には減税を、福祉が必要な人には

福祉をという立場で、税制のこの面の改革もい

っていきたいというふうに思っています。 
これは自民党と民主党はいわないことなん

ですね。民主党もこれはいいません。無駄を省

くとはいうけれど、ここはいわないところで、

これはやっぱり社民党はきちっといっていく

んだと思っております。もちろん無駄を省くこ

とは必要ですが、年金の建て直しも、所得税の

最高税率などを変えなくして安定財源という

のはやっぱり出てこないだろう。無駄を省くだ

けではなくて、きちっと税制もこうするという

ことは、社民党は選挙の間もきちっと主張して

いこうと思っています。 
次に、平和のことで一言いいます。これはも

う皆さん、社民党の平和はわかっているよ、と

いう感じかもしれませんが、憲法審査会を動か

さないということを、いま全力を挙げてきてい

まして、憲法規定が、この間、自公の強行採決

で成立をして、残念です。民主党に対しても、

国民投票法に反対してほしい、あるいは憲法規

定をつくるな、つくらないようにしてほしいと

いうことで一貫して働きかけてきましたが、こ

の点も、今度は憲法審査会を動かさない、参議

院は憲法規定をつくっていませんから、そうい

うときではないだろうということで、頑張りた
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いというふうに思っています。 
また、ソマリア沖への自衛隊派遣、派兵の問

題があります。あと、来年は国民投票が５月に

は施行されますので、国民投票がされないよう

にというキャンペーンや運動もやっていかね

ばならない、というふうに思っています。 
 
北東アジアの安全保障構想 

 
もう一つ、きょうお話ししたいのは、外国人

記者クラブの皆さんたちもいらっしゃいます

が、社民党はここ１０年間ですか、前党首土井

さんのときから力を入れてきたことに、北東ア

ジアにおける安全保障構想というものがあり

ます。これは「土井ドクトリン」という形で、

２００２年ですか、発表しました。 
これはモンゴルと韓国、中国、いろんなとこ

ろを訪れ、また社会主義インターもアジア・パ

シフィック・リージョンがあって、ニュージー

ランド、オーストラリア労働党や、アジアの社

会民主主義政党とも懇意にしておりますので、

そういう延長線上もあるんですが、モンゴルは、

ご存じ、非核国家宣言を国連でやっているとこ

ろです。だから、モンゴルに行き、中国に行き、

韓国に行き、北東アジアにおいて非核構想、そ

れから中国は先制隠しをしない、あるいはもっ

とそれを狭めていく、北東アジアにおける非核

構想と、北東アジアにおける安全保障構想とい

うのを同意をしてもらい、これは土井さんのと

きの民間外交で、「土井ドクトリン」というの

にまとめました。 
これは６カ国協議の中で生かされたもので

す。６カ国協議の議長の武大偉さんが社民党の

本部に来てくださったときに、「社民党の北東

アジアにおける安全保障構想、非核構想を６カ

国協議の決議に生かしました。取り入れまし

た」と、わざわざいってくださって、朝鮮半島

における非核化の問題など、やはり生かされて

いるというふうに思っています。 
中南米の大使や、いろんな人たちと話しても

よく思いますが、私がいうまでもなく、世界は

非核地帯というのが非常に大きいわけですね。

このアジアにおける非核構想というのは、なか

なか大変ではありますが、オバマ大統領も、核

保有国の核の縮減、ＮＰＯ体制の維持というこ

とだけでなく、核保有国の点についても言及し

ました。 
その意味では、社民党はあらゆる核に反対。

核兵器だけでなく、プルトニウム政策も問題あ

り、という立場ですが、北東アジアにおける非

核構想、あるいは北東アジアにおける安全保障

構想、これを実現するべく、これは長年やって

きていることですので、ちょっと俯瞰的にみて

頑張っていきたいと思いますし、北朝鮮の核政

策、核兵器の問題も、もちろんあらゆる国の、

あらゆる核に社民党は反対ですが、その立場に

位置づけて、これからも取り組んでいきたいと

いうふうに考えています。 
 
唯一の脱原子力政党 

 
環境と政治改革は、環境でいえば、自然エネ

ルギー促進法案を１０年前に出しましたが、そ

れは否決で、残念ながら、だめだったのですが、

地球温暖化防止と自然エネルギー促進法案、こ

れはぜひ実現して、日本は将来１．８６％にす

ると、非常に低く、ＥＵは２０％にするという

非常に高い数値ですので、制度をつくって、原

子力産業だけを応援するのではなく、自然エネ

ルギーの促進などに社民党は頑張っています

し、これからも頑張りたいと思っています。 
また、唯一の脱原子力政党です。これは皆さ

んたちは、「えっ、原子力なくてやっていける

の？」と思われるかもしれないんですが、この

間のたくさんの事故や、たくさんのひび割れや、

たくさんの問題に関して、現地に行って取り組

んできた。公共事業としての問題も取り組んで

きて、柏崎、刈羽、中越沖地震のとき、次の日

に原子力発電所の中にみんなで入ったんです

が、放射能が漏れていたということが後でわか

って、何か本当に、そういうこともたくさん…

…。 
美浜の原子力発言所が爆発した後、現場検証

の最中に入ったりもしましたが、私は、社民党
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は、一つは社会民主主義政党であるという自負

と、平和の政党、平和を大事にしている、憲法

９条を変えたくないという政党であるという

ことと、３点目は緑の政党であるということに

関して、実は非常に誇りを感じています。そう

いう勢力が国会の中になかったら、だれが原子

力発電所の事故をチェックするんだ、という思

いもありますし、そういうところにアイデンテ

ィティと生きがいと、社民党が必要だと思って

やっております。 
最後、１のテーマの４番目なんですが、政治

改革、これは政治改革３点セット、天下りの禁

止と世襲制限、国政レベルにおける世襲制限、

３点目は企業団体献金の禁止です。これは企業

団体献金の禁止と、初めから声を大にしていっ

てきたことはよかったと思いますし、民主党は

３年後に企業団体献金を禁止ということを発

表されましたので、これはその方向に向けて国

会の中で実現をしたいと思っています。これは

全力でやります。 
実は、いろんなテーマかつながっていて、国

会でみていると、企業団体献金があるからこそ、

労働法制の規制緩和をする。派遣で、製造業に

ついて、大工場にあふれ返らせる。そして、い

まの国会がだれに向かって政治をやっている

かというところが、非常に政策を歪めていると

いうのを、国会の中で悔しいぐらいみてきた。

国民の側に立たずに、だれに向かって政治をや

っているのかというのを、本当に思ってきまし

た。 
 
世襲議員は一人もいない 

 
“地盤・看板・かばん”で、世襲議員という

のは、それの利権構造の相続をやっている。こ

ういうことをやっている限りは、政治は変わら

ないというふうに思います。社民党は世襲議員

はおりませんし、今度、公認の中にも世襲議員

はひとりもいません。国政レベルにおける世襲

制限、もちろん違うところで出るとか、それは

職業選択の自由から、いいと思いますが、世襲

制限ということはいっております。こういうテ

ーマでいま頑張っていますし、今後も頑張りた

いと思っています。 
次に、選挙の件なんですが、現在、小選挙区

には３１名、比例区には５名立っています。民

主との競合区は１５選挙区あります。ですから、

意外や意外、ではないんですが、民主党と激し

く戦っているという選挙区もあります。 
で、民主党との選挙協力でいえば、社民党候

補者への民主推薦は１２名、民主候補者への社

民推薦は２１名、こっちのほうが倍になってい

るんですが、国民新党との選挙協力は、社民党

候補者への国新の推薦が５名、国新候補者への

社民推薦は、いまの段階では３名という状況で

す。ですから、こういう状況で、まだふえるか

もしれませんが、戦っているという状況です。 
 
国会でも必要な生物多様性 

 
今度の選挙で、社民党はとにかく２けた台を

何としても確保するというのが大事だと思っ

ています。党首討論は、国会の事実上の口頭の

――口頭ではないんですが、文書で、例えば衆

参いずれか１０名以上でないとできないんで

すね。ですから、麻生総理と鳩山代表しかでき

ない。ぜひ社民党もやりたいと思っていて、何

とか２けた台というのを、これが実現したいと

いうふうに思っているところです。 
来年、名古屋で生物多様性国際会議がありま

すが、国会の中でも生物多様性が必要だと声を

大にしていっていて、二大政党制ではだめだ、

麻生総理と鳩山代表だけで決めたら、これは大

変じゃないか、というふうにも主張しておるの

ですが、今回、とにかく１つ目、自公政権は倒

す。２つ目、社民党の議席をふやす、このため

に頑張りたいというふうに思っています。その

２つをやりたい。 
小選挙区で、民主党と選挙協力しているとこ

ろは、とにかくできるだけ小選挙区で勝つ。た

だ、全員は無理なんですよね。全員無理といっ

てはいけないか。小選挙区での全員当選を目指

しますが、でも、基本は比例区で、１１ブロッ

クありますが、ブロックでの比例区での当選。
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一番目は、それは小選挙区で勝てばもちろんい

いわけですが、比例ブロックでの当選というた

めに、比例区対策も含めてちゃんとやってくれ

ということを、この間、ブロック事務局長会議

で確認をしたのですが、そこが重要だと思って

います。 
でないと、小選挙区でぎりぎりだめで、あま

りそこに力を入れ過ぎて、比例票が出なくてだ

め、というのは最悪ですから、とにかく比例区

で最低限、１名以上、必ず取ってくれと、ブロ

ック比例票で社民党票を出すようにというこ

とをいま全国に指示を出しているという状況

です。 
 
２ケタ台を確保したい 
 
３番目の連立と選挙ということは、ちょっと

関係があると思うんですが、連立をするかどう

かは、間違いなく選挙が終わってからこれは正

式に決めることです。 
これはたまたまこの間、村山富一さんと話を

する機会がありまして、村山さんは新聞報道な

どをみて、連立は選挙が終わってからだろう、

そういうふうに乱暴におっしゃらないけど、選

挙が終わってからでしょうというふうにおっ

しゃって、もちろんそのとおりです、と。です

から、正式に――正式にというのは変ですね。

連立するかどうかを決めるのは、選挙が終わっ

てからです。そのときに、きちっと発言力を持

つために、社民党はとにかく２けた台を確保し

たい。 
ですから、選挙に勝つということと、全部連

関している。至上課題は選挙に勝つ。それがあ

って次の展開があるというふうに思っており

ます。選挙が終われば、あらゆることが起こり

得るというふうに思っています。 
いままで比較的安定していた日本の政治が、

疾風怒濤であらゆることが起こり得る。民主が

いま、世論調査ではビュービュー風が吹いてい

て、少し民主の風をこっちにどうやって持って

くるかというのが本当に課題なんですが、民主

がひとり勝ちをすると、自民が崩れるかもしれ

ない。そうすると、また自民党がガーッと来る

と、第二自民党みたいになると、何のために政

権交代するかさっぱりわからない、ということ

もありますし、それから憲法改悪は、保守連合

で起きるだろうというふうにも思うんですね。

そうすると、これはとにかくやめなければなら

ない、というふうにも思います。 
きょう、私の話を聞くと、結局、結論は１個

しかないんです。社民党が次の選挙で勝って、

平和と社会民主主義といった、先ほどの政策を

どう実現をするのか、これがないと次の展開が

生まれないので、そこをぜひ、皆さんの書きぶ

りによって次の社会が変わりますので、よろし

くお願いします。 
政権交代という言葉は民主党のワードなの

で、社民党でもちろん使うのはいいのですが、

党首としては政権交代というよりも、新しい逆

転へというか、あるいは新しい政治をつくると

いう言い方に――政権交代で民主党がバーッ

と比例票に行くと、社民党に来ないといういま

までの経過があるので、みんなは、「自民党は

不満、民主党は不安、だから社民党」というか、

あるいは「自民党はだめよ、民主党は危ない、

民主党だけだと危ない、だから社民党」、こう

いうふうに国民の有権者の皆さんが思ってい

ただくと、本当にいいなと。 
 
暴走を食い止めている 

 
皆さんも、きょう私の話を聞いて本当に思っ

ていただけると思うんですが、社民党が、数が

少なくても、きちっとたがをはめることによっ

て、暴走することを食い止めているということ

はあり得るというふうに思うんですね。二大政

党制は、対立することもあるけれども、多くの

ことが共通していると、大連立的に、政党は別

でも、与野党は分かれていても、ガッーッと協

議で行く可能性もあるわけで、社民党はそこで

対立軸をきちっと出して働きかけるというこ

とを、とことんやって頑張りたいというふうに

思っています。 
ですから、選挙のことと連立のことは、やっ
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ぱり連動している。いまいえることは、絶対に

連立する、絶対に連立しない、これはあり得な

いというふうに思っています。その間はあり得

る。 
私は、社民党にとってとっても大事なことが

あるというふうに思っています。社民党は、私

が社民党の党首だから、社民党員だからいって

いるわけではなく、国会の中にやっぱり社民党

が必要だというふうに思っています。二大政党

制は、究極には戦争への道だと思っているので、

これはある程度、国民の多元的な価値を国会の

中でも多元的な価値として反映する必要があ

る。国民の多くは、憲法を変える必要がない、

もっと多くの人が憲法９条を変える必要はな

いと考えながら、国会の構成比は全くそうなっ

ていません。 
そうすると、国民の多元的な価値を国会の中

できちっと反映するために、社民党は、今度の

選挙は、とにかく新しい政治をやるのに社民党

が必要だ、新しい政治をつくるために、とにか

くここをふやしてくださいということを物す

ごくいっていく選挙をやっていこうと思って

います。 
私は１１年前に、当時、土井たか子さんにい

われて立候補を決意しました。私は国会の中に、

憲法９条は変えないという政党がなくなった

ら、本当に困ると思って、立候補を決意をしま

した。その思いは強くなることはあっても、弱

くなることはありません。そのためにも、何と

しても選挙で頑張りたいと思っています。 
 
新しい政治に社民党が必要だ 

 
例えば、社民党にとっては、海外に自衛隊を

派兵しない。憲法審査会を動かして、憲法９条

を変えない、変えさせない。それから、衆参の

比例区の削減をやって、多元的な価値が国会に

反映しないようにするべきでない。それから、

労働者派遣法の抜本改正など、これらは社民党

にとってほんとに大事なことだというふうに

思っています。 
ですから、新しい政治に社民党は必要だとい

うことと、その中で社民党がどういうポジショ

ンをとっていくか、ということに関しては、社

民党は議席をふやし、社民党が思っているよう

な政策を、例えばこれだけはやらない、これだ

けはやるというようなことをはっきりして、こ

れは私たちはかけがえのないものとして国民

の皆さんから負託を受けているわけですし、私

たちは国民の皆さん――これは全員ではあり

ません――の負託を受けて私たちは政治をや

っているわけですし、党員の人たちもいるわけ

です。ですから、これは社民党が何は譲れない、

何はやるということをはっきりさせたうえで

連立に入る、入らないということをきちっとし、

もしそれが実現できないのであれば、だめとか、

例えば離脱するときも、こういう理由があるか

ら離脱しますとか、こういうことがあるからこ

うです、という説明を……。 
前の自社さのときの経験で、いいところも悪

いところも、獲得したところも、獲得しなかっ

たところも、私は自社さは、欠点もあるけれど

も、あのときは憲法改正論議を封印したという

ことは、やっぱりよかったと思うんです。自自

公や自公よりもずっといい政権だったはずだ。 
あるいは、村山談話を初め、あるいは男女共

同参画社会基本法や、ＮＰＯ法や、違うものを

国会の中に生み出す原動力を持ってきたとい

う点はいいのですが、国民の皆さんにとっては、

社会党、社民党は変わったんじゃないか、とい

うような思いをさせては、私たちは政党ですか

ら、これはだめだというふうに思っています。

その意味で、国民に対する説明責任と、党員に

対する説明責任を党首としてはきちっと果た

して、こういうことで私たちは頑張りますとい

うところで政治をやっていきたいというふう

に考えています。 
というと、話した全部が社民党ＣＭのような、

だから社民党が必要だという結論になるわけ

ですが、でも、社民党が議席をふやすかふやさ

ないか、２けた台を取れるか取れないか、新し

い政治の中で社民党が大きな役割を果たすか

果たさないかで、次につくる社会が相当違うも

のになる、というふうに思っています。 
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そのことを、やっぱり雇用が大事だよね、社

会保障が大事だよね、社民党って平和ばっかり

と思われているけれども、実はそうではなくて、

冒頭にいった、社会民主主義的な政策というと

ころを理解していただいて、来るべき衆議院選

挙、何としても頑張りたいし、頑張るためには、

とにかく議席増というふうに思っています。 
国会議員と、それから党員、自治体議員も、

一つの自治体で１人ででも社民党だと思って

頑張っているとか、戦っているという人たちも

たくさんいるわけです。党員の皆さんも、この

１０年間、１１年、１２年、歯を食いしばりな

がら、やっぱり社民党って大事だよねと頑張っ

てきたわけですね。だから、その思い、あるい

は社民党、頑張ってねという思いにこたえられ

るような、そういう原点を大事にして、判断を

的確にしながら頑張っていきたいと、そこは思

っています。 
 
いざ鎌倉、ピュー 

 
選挙が終わって、すべてのことが起こり得る。

党として決断をするときは、全国代表者会議を

すぐさま開き、いざ鎌倉、ピュー！ じゃない

ですけれども、いざ鎌倉でみんなに来てもらっ

て、私はきちっと、みんなが納得したうえで、

それはいろんな意見が出るでしょうが、党員と、

それから社民党を支持してくれる何百万人の

人たちあってこその政党ですから、国民に向か

っての政治というところう大事にしながら、的

確に判断をしていきたい、というふうに考えて

います。 
どうか、来るべき衆議院選挙、よろしくお願

いします。（拍手） 
 

質疑応答 

 
司会（神谷哲史理事・ＴＢＳテレビ） どう

もありがとうございました。皆さんから寄せら

れた質問を参考に、和田企画委員のほうから代

表質問をお願いします。 

和田圭（企画委員 フジテレビ） 掘り下げ

た話は後ほどということで、このところの永田

町、霞が関の動きについて、３点ばかり、聞き

ます。 
まず、きのう自民党が東国原知事に出馬を要

請した件、それから、先ほどちょっとお触れに

なりましたが、日本郵政の西川社長が続投され

ることに決まった。それから、これから選挙協

力などがありますので、なかなか難しいと思う

んですが、ちょっと小沢さん周辺の西松建設に

絡んだ件でのご発言が、福島さんも少なくなっ

たのかなという気もいたしますが、それぞれ感

想あるいは対応をお聞かせください。 
 
横綱相撲がとれない自民党 
 
福島党首 私も宮崎県出身なので、「宮崎を

どげんかせんといかん」というのは同じ思いな

んですが、東国原知事が自民党総裁にするんだ

ったら出馬するよ、とおっしゃったことに関し

ていえば、やっぱり正直、自民党、なめられて

いるんじゃないか、というのが率直な感想です。 
もちろん、これは東国原知事独特のジョーク

としておっしゃったのかもしれないんですが、

私は、最近、国会にいて、政権末期を通り越し

ているんじゃないかと、政権末期と本当に思っ

ています。 
一つは、自民党が――社民党も課題があるの

で、自分の党はちょっと棚に上げてですが――

自民党が横綱相撲が取れなくなったというの

が国会の中で思っている実は大きいことです。

党首討論を聞いていて、どっちが野党かさっぱ

りわからない。つまり、相手の揚げ足をとるよ

りは、むしろ政権党としてこういうことをやっ

ていますし、こんなことをやりますと大きく構

えてやればいいのに、何か揚げ足取りになって

いる。 
一言でいえば、東国原知事の「総裁にするん

だったら出馬するよ」というのは、申しわけな

いが、自民党、相当なめられているというか、

どうしちゃったの？ というのが率直なきと

ころです。 
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これは岡田幹事長もおっしゃっていました。

前回は、東国原知事は、「大臣にしてくれるん

だったら、立候補するよ」とおっしゃったんで

すね。今回は、「総裁だったら立候補するよ」

というと、それだけ逆に自民党の価値が下がっ

たのか、というところが１点目。 
それから、「総理大臣にしてくれるんだった

ら立候補するよ」じゃなくて、「総裁にしてく

れるなら立候補するよ」だから、総裁と総理大

臣が分離しているんじゃないか、というふうに

も思ったりしています。そういういわれ方をさ

せてしまうというのは、かつての自民党だった

らあり得ないわけで、横綱相撲がとれなくなっ

たというか、自民党がどんどん落ちているとい

うか、それから、もう人気者だったらだれでも

いいから、看板のすげかえで、人気取りのため

には、だれだって借りちゃうよ、みたいな、そ

ういう自民党のどうしようもなくなっている

感覚を思って、私はやっぱりおかしいな、とい

うふうに思いました。 
 
和田 コンパクトに。 
 
福島党首 コンパクト、あ、ごめんなさい、

長くなって。 
西川社長の続投については、これは麻生総理

が、国民が何を考えているか、判断を誤ってい

ると思います。これだけ不祥事を起こした西川

社長はやめるべきだという声も強いですし、私

も思います。西川社長を続投させるのは、全く

理解ができません。やめさせると、何か恐いこ

とでも起きるんでしょうか。自民党の中で氾濫

が起きるんでしょうか。あるいは、よほど不祥

事がこれから吹き上がるんでしょうか。少なく

とも国民に向かって政治をやっているという

ふうには思えない。これが麻生内閣の末期だと

いうふうに思います。 
西松建設についていえば、私は一貫して、や

はり小沢代表は、刑事事件としてどうかという

のとは全く別に、巨額の企業献金を受け続けて

きたことについては、やはりきちっと説明をす

べきであり、いまだもって説明責任は尽くして

いないと考えています。 
 

和田 先ほど、連立の話にお触れになりまし

たが、連立の話は、とにかく選挙が終わってか

らだということはごもっともだと思うんです

が、逆に、選挙前に、基本的なスタンスはどう

なのかということを、国民に対して説明すると

いうことも大事だという観点から伺いたいん

ですけれども、連立の政策的な意味での条件と

いうのは何ですか。 
 
福島党首 １つは、政権協議を一切やらない

という意味ではないんですが、まだカチカチカ

チと決めるときではないだろう。そうですね、

一言でいえば、平和と社会民主主義、これが社

民党にとっては大事なことだと思います。 
 
和田 先ほど、自社さのときに、憲法論議を

棚上げにしてというお話がありましたが、憲法

論議というのは、連立協議の中に入ってくるん

ですか。特に安全保障、外交といった場合です

ね。 
 
福島党首 それはもちろん入ってくると思

います。だんだん語尾が短くなりましたね。 
 

和田 それで、連立というのは可能ですかね。 
 
福島党首 可能だと考えます。可能というか、

でも、それは可能だと思います。 
 
和田 これは、必ずしも連立というスタイル

だけではないという状況も生まれるかと思う

んですが、選挙後の民主党との距離のとり方で

すね、連立も含めて、どういう形があるとお考

えですか。選挙結果次第でしょうが。 
 
福島党首 それは選挙結果次第ですね。 
 
和田 それをあえてご説明いただくと。お得
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意なところでしょう。 
 
福島党首 でも、社民党の中で、そこまでは

まだ議論しておりません。 
 
和田 議論されていない。 
 
福島党首 はい。 
 
二大政党制と連立は矛盾しない 

 
和田 お話を伺っていますと、福島さんは二

大政党制ということにはご賛成ではないと承

っておりますが、それと民主党と連立をすると

いうことの自己矛盾みたいな部分は、どう整理

をされているんですか。 
 
福島党首 二大政党制と連立というのは、全

く矛盾しないというふうに考えています。むし

ろヨーロッパ型だと、ドイツの社民党と緑の党

が連立を組む。あのときは、脱原子力をめぐっ

て、随分長いこと協議をし、物すごく分厚い協

議書をつくり、緑の党の脱原子力政策をドイツ

社民党がどうくむかというところで、環境政策

で非常に議論があったわけですね。ですから、

私がいっているのは、国会の中に二大政党しか

実際的には存在しないようなのは、政策の多元

主義という点からよくないのではないか、とい

うことで、ですから、多元的価値から社民党の

ような政党が必要である、と。 
そういう中で、多元的価値を持つ政党が必要

であるということと、場合によっては連立をし、

その多元的な価値を国会の中で生かしていく

ということですから、二大政党制ではだめだと

いうことと、連立ということは、むしろ両立し

やすいというふうに思っています。 
 
和田 少し話を戻して恐縮ですが、安保外交

で、本当にいまの民主党と政権協議で合意する

ということは可能なんですか。どうなれば可能

かということをもしお話しいただければ。 
 
福島党首 それはこれからのことですが、例

えば自社さのときは、憲法改正論議はやらなか

ったんですよね。これは私は大きい点だという

ふうに思っていて、その意味では、例えば憲法

審査会を動かして、憲法改正案づくりをしない、

ということなどは重要なこととしてあり得る

し、それはもちろん社民党がちゃんと数をふや

し、民主党との協議なわけですけれども、それ

はミニマムというか、これだけはやらない、と

いうことは十分可能だというふうに考えして

います。 
 
命を大切にする政治 

 
和田 ちょっと話が変わりますけれども、頑

固に社民党の原理原則を訴えていかれるよう

ですが……。 
 
福島党首 いや、しなやかに社民党の原理原

則を訴えて……。 
 
和田 ワンフレーズポリティクスというの

は、必ずしもいいことではありませんけれども、

民主党が非常にわかりやすく政権交代、自民党

はまだ決まっていないようですが、逆に政権担

当能力というようなことをいう。社民党は何で

すか。 
 
福島党首 実は、また新しいキャッチフレー

ズをもう一回変える可能性もあるので、いまま

でやってきたのは「命を大切にする政治」とい

うことだったんです。これがいまの政治状況で、

もう一回キャッチフレーズは変える可能性が

あり、いま協議中です。 
ただ、命を大切にする政治は、サブタイトル

になるかで、多分キャッチフレーズを変えるこ

とになるんですが、命を大切にする政治といえ

ば、お産のことも、労働のことも、食べ物のこ

とも、平和のことも、環境のことも全部入るの
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で、なかなかいいとは思っているんですけどね。 
この間、鳩山代表が党首討論で、「命を大事

にする政治」と４回か５回おっしゃったので、

なかなか浸透してきたなと人知れず人の心に

浸透しているなというふうには思ったんです

が、命を大切にする政治でいままでポスターを

やってきましたが、キャッチフレーズはおそら

く変えることになると思います。 
 
和田 柔軟にというお話もありましたけれ

ども、それでもやはり７議席と５議席と、長期

低落傾向というのはあるわけですけれども、今

度はそうじゃなくていけるんだ、ということを

ＰＲしていただくとすれば、何が違いますか、

それとも同じなんですか、訴えることというの

は。 
 
福島党首 いや、命を大切にする政治という

のは、政策の中身のことじゃないですか。私は、

有権者が今度、比例区は社民党と書こうという

ふうに思っていただくためには、新しい政治の

中で、民主党ひとり勝ちではなく、社民党が存

在し、社民党が新しい政治に入っていることが、

政策転換になるのだ、ということをどうわかっ

ていただくか、ということだと思っています。 
つまり、政権交代というキャッチフレーズは、

もちろん民主党が政権交代ですから、社民党は

使えないんですが、いま全国歩いていても、国

会の中のひとりで、話をかけられても、タクシ

ーに乗っても、「自民党政治はもうだめだよね、

福島さん、何とかいまの政治を変えてくださ

い」と。みんなそういうふうに思っているわけ

です。ですから、そのみんなの気持ちに合うよ

うに、いまの政治を変える中に社民党が必要だ、

このことを訴えるということになると思いま

す。 
だから、これはキャッチフレーズにはならな

いんですが、新しい政治に社民党が必要です。

“新しい政治に必要です、社民党”みたいな、

これがキャッチフレーズじゃないんですが、

「新しい政治に社民党が必要です」「新しい政

治に必要です、社民党」、これをどれだけわか

ってもらうか、ということなんです。 
 
排除型社会から共生連帯へ 

 
司会 それでは、会場からの質問をお受けし

ます。 
 
質問 アメリカは、製造業は本当にだめです

ね。金融で生きるしかないということで、自由

化を進めた結果、今日の１００年来の大不況、

こういうことですね。 
日本において何が起こっているか。非常に深

刻な問題が起こっているわけです。いま、年収

２００万以下の人、これは相当な数でしょう。

アメリカ的な新自由主義の結果、日本の共同体

的な、ともに生きるという伝統的なものが完全

に破壊されてしまったんです。こんな日本にし

たのはだれなんだ、という基本的な問題につい

て、政策発表していただきたい。それが一点。 
もう一つは、議員というのは、英語でいうの

は恐縮だけど、ローメーカーでしょう。野党の

提案はお蔵入りしておりますね。これを直さな

いと、どうにもならないですよ。ご所見をお伺

いしたい。 
 
福島党首 ありがとうございます。 
おっしゃったとおりで、スローガン的にいえ

ば、排除型社会から共生連帯の社会をどうつく

っていくのかというのが、おっしゃるとおりポ

イントだと思います。 
アメリカも、刑務所人口が１９９０年代１０

０万人だったのが２００万人になってしまっ

た。日本ももう刑務所は満杯状況になっていて、

そして日本は若者の犯罪率は世界に比べれば

低いんですが、逆に自殺者がふえていて、行き

場のない形というのは本当に出ていると思い

ます。 
ですから、排除型社会、切り捨てていく、高

齢者、若者、非正規雇用、女性、障害のある人、

そういうのをどんどん切り捨てていく社会で

はなく、結局、人間だから生きているわけで、
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別の形で社会が、生活保護とか刑務所とか、い

ろんな形で、あるいはいろんな犯罪とか、コス

トを払うのではなく、とにかくこの社会の中で、

みんなが排除型ではなく、どう生きていくのか、

そういう社会をつくり直すというのが、もちろ

ん社民党も目指しているところです。 
派遣法の改正や、労働法制の規制、均等法や

有期契約の法律、長時間労働の規制など、そう

いうところで頑張り、あと社会保障をちゃんと

したいというふうに思っていますので、どうい

う社会を目指すのかというところが、第一次産

業を切り捨て、製造業を切り捨てていく社会で

はないだろう。 
製造業派遣がバーッとふえてしまって、技能

の継承というのも実は起こりにくくなってい

ますので、その点も、雇用の点から変えていき

たいと思っています。 
 
議員立法で頑張っている 

 
２つ目の、議員立法の点では、それもおっし

ゃるとおりです。ただ、一方で、例えば私も国

会議員になって、ドメスティックバイオレンス

防止法をつくり、２回改正を超党派で女性たち

とやってきたり、児童虐待防止法、それから今

回の派遣法の抜本改正案は野党提案ですし、野

党提案でも、超党派にしたりすることで、国会

の中で成立してきた立法もありますし、この点

は、最近の野党は――というと変ですが、若手

はローメーカーとして頑張っているという面

もありまして、例えば、これはなかなかうまく

いかないかもしれませんが、生活保護の母子加

算復活法案なども、あした参議院で審議をしま

すけれども、結構議員立法で頑張っているとい

うところもぜひ知っていただきたい。 
私自身も、実は民法改正、選択的夫婦別姓、

婚外差別撤廃を１９８０年代、当時社会党の千

葉景子さんの秘書のような形で議員立法をし

てきて、法制局に通い詰めて、それが国会に来

る一つのきっかけだったというふうに思って

いますので、ぜひ、官僚が法律をつくるのでは

なく、国会が議員立法というよりは、市民と一

緒に立法しながら法律をつくっていくという

ことを、もっといい意味でふやしたいと思って

います。 
その意味では、衆参、与野党逆転するという

ことが、新しい政権になることは、もっと必要

だろうと思っています。自民党はあまりに既得

権益があり過ぎて、もうにっちもさっちもいか

ないと思っていますので、その意味では、与野

党逆転した中で、議員立法ももっと起きていく

だろうと思っていますし、いろんな立法も成立

させたいと思っています。 
 

質問 監獄がアメリカで足りないという話

がよくあったんです。数年したら、日本もそう

なった。 
 
福島党首 おっしゃるとおりで、刑務所人口

は両方とも爆発的にふえちゃっているので、そ

うでない社会をつくりたいと思います。 
 
司会 あとお一方ぐらい。どうぞ。 
 
質問 アメリカとか日本が、約束していたア

フガニスタンへのヘルプのお金ですか、社民党

として、どう思いますか。 
 
福島党首 それはパキスタンに対する援助

が足りないという趣旨のご質問ですか。 
 
質問 一人３ドルしかない。 
 
福島党首 海外の援助の金額が妥当かどう

かというのは、ちょっとこの場ではお答えにく

い。というのは、おっしゃる意味は、１人３ド

ルだというのはわかるのですが、日本のＯＤＡ

や援助のあり方、どこにどうするべきかという

のに関していえば、それが妥当かどうかという

点については、ちょっとここでは私は答えにく

いというふうに思っています。 
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司会 きょうは福島党首からこういうサイ

ンをいただきました。「愛と平和」です。前回、

０７年７月に福島党首にお越しいただいたと

きも「愛と平和」でした。２年前と変わってお

りません。ぶれのない「愛と平和」ということ

でございます。どうもありがとうございました。           

（拍手） 
（文責・編集部） 


